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終章

－本文「はじめに」より－
「トヨタ生産はNo.１、組合つぶしもNo.1」
日本ではほとんど知られていないが、世界の労働界ではよく知られている
フィリピントヨタ社の労働争議。労働権を侵害した世界最大級の自動車メー
カーが、現地政府を脅して意のままに するという絵に描いたような構図が、
争議を政治的なものにした。資本の自由か規制か。企業の利益か労働者
の基本権か。支援の波は、多国籍企業を規制しようとする潮流にのって日
本から世界へと広がる。

フィリピントヨタ社における労働争議を綴った闘いの記録が、支援する会の
事務局メンバー、遠野はるひ・金子文夫の手により出版されました。日本と
フィリピンの労働者・市民そして世界各地の労働者の連帯がグローバルに
展開していったプロセスが克明に記されています。


